
一
、
は
じ
め
に

　

昨
今
話
題
に
な
っ
て
い
る
、
地
域
や
町
お
こ
し
と
し
て
の
ア
ー

ト
イ
ヴ
ェ
ン
ト
に
よ
る
活
性
化
の
動
き
は
、
全
国
的
に
活
況
を

呈
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
先
駆
け
と
な
っ
て
い
る
の
が
北

川
フ
ラ
ム
氏
の2000

年7

月
に
行
わ
れ
た
、
大
地
の
芸
術
祭

　

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ2000

（
新
潟
）
で
あ
り
、

そ
れ
に
つ
な
が
る
ベ
ネ
ッ
セ
ア
ー
ト
サ
イ
ト
直
島
（
香
川
）
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
他
に
も
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
（
神
奈
川
）、

福
岡
ア
ジ
ア
美
術
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
（
福
岡
）、
別
府
現
代
芸
術

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
混
浴
温
泉
世
界
（
大
分
）、
所
沢
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
（
埼
玉
）、
中
之
条
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
（
群
馬
）、
呉
服
万
博
（
佐

賀
）、
神
戸
、
兵
庫
、
北
海
道
、
大
阪
、
香
川
、
滋
賀
、
北
九
州
、

長
崎
な
ど
が
あ
り
現
代
の
美
術
が
思
わ
ぬ
効
用
を
見
せ
て
い
る

と
も
い
え
る
。
論
者
の
住
む
熊
本
で
は
河
原
町
ア
ー
ト
の
日
や

天
草
の
大
陶
磁
器
展
な
ど
に
も
そ
の
予
感
が
あ
る
。
す
べ
て
で

は
な
い
が
そ
れ
ら
の
多
く
が
縦
軸
と
し
て
の
、
行
政
や
企
業
を

中
心
に
し
た
上
か
ら
の
文
化
づ
く
り
だ
け
で
は
な
く
作
家
と
市

民
の
交
流
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
横
軸
と
し
て
織
り
な
す
と
こ
ろ

に
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
文
化
的
な
事
業
を
町
づ
く
り
の
基
軸
に
据
え
た

先
行
例
は
今
迄
も
多
々
あ
っ
た
と
思
え
る
が
、
現
代
ア
ー
ト
と

い
う
一
見
難
解
で
、
専
門
的
な
解
釈
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
ジ
ャ

ン
ル
を
媒
介
に
実
践
し
た
例
は
少
な
い
。
多
く
は
都
市
部
の
箱

も
の
事
業
と
し
て
推
進
さ
れ
た
が
ほ
ぼ
一
過
性
で
継
続
性
が
見

　
　

地
球
の
声
を
聴
く　

ーGenesis

起
源
展
ー

崇
城
大
学　

芸
術
学
部

　

三　

枝　

泰　

之



ら
れ
な
か
っ
た
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ

ン
ナ
ー
レ2000

の
独
自
性
は
新
潟
県
の
十
日
町
市
を
中
心
と
し

た
市
町
村
い
わ
ば
過
疎
的
な
状
況
に
あ
る
里
山
に
於
い
て
海
外
か

ら
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
聘
し
レ
ジ
デ
ン
ス
形
式
に
よ
る
作
品
制

作
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後2003

年
、2006

年
、

2009

年
そ
し
て2012
年
で
五
回
目
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。

　

一
過
性
で
は
な
く
長
期
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
文
化
事
業
と
町

づ
く
り
を
連
携
さ
せ
た
試
み
の
一
つ
に
、1988

年
よ
り1998

年
ま
で
の
「
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
白
州
」
が
あ
る
。
山
梨
県
白
州
町

横
手
・
大
坊
地
区
で
開
催
さ
れ
て
い
る
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
で
あ
り
、

92

年
ま
で
は
「
白
州
・
夏
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル
」
と
称
し
て

実
施
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後2001

年
よ
り
「
ダ
ン
ス
白
州
」
と

名
を
変
え
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
初
期
か
ら
ダ
ン
ス
の

み
な
ら
ず
多
ジ
ャ
ン
ル
の
表
現
を
行
っ
て
来
た
。
伝
え
聞
く
と
こ

ろ
に
よ
る
と
現
場
親
方
の
田
中
泯
氏
も
事
前
に
度
々
白
州
町
の
長

老
に
一
升
瓶
を
持
参
し
交
渉
を
重
ね
た
と
の
事
で
あ
る
が
、
そ
れ

ほ
ど
場
と
文
化
に
於
け
る
相
互
理
解
に
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
論
者
の
参
加
し
た90

年
代
後
半
に
は

地
元
の
住
民
が
積
極
的
に
賛
同
し
て
い
た
印
象
は
あ
ま
り
無
か
っ

た
が
、
行
政
的
に
は
歓
迎
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
芸
術
文

化
振
興
基
金
な
ど
多
額
の
助
成
金
を
受
け
地
元
の
観
光
資
源
と
し

て
も
定
着
し
た
と
言
え
よ
う
。

　

そ
の
後
も
、
前
述
し
た
多
く
の
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
が

立
ち
上
が
り
一
見
活
況
を
呈
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
活

動
が
論
理
（
ロ
ゴ
ス
）
に
高
め
ら
れ
な
い
感
性
（
パ
ト
ス
）
だ
け

の
運
動
で
終
わ
っ
て
は
出
口
が
な
い
だ
ろ
う
。（
逆
に
感
性
に
う
っ

た
え
る
こ
と
の
な
い
論
理
は
、
い
か
に
精
緻
で
あ
っ
て
も
空
虚
で

あ
る
。）　

　

本
論
に
到
る
背
景
に
は
、
論
者
自
身
が
参
加
し
た
国
際
的
な

ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

注P.A.N
.

（Perform
ing / Perform

ance 

Art N
etw

ork

）
の
日
本
の
団
体
で
あ
るM

.M
.A.C.

（M
ixed 

M
edia Art Com

m
unication

）
で
の
活
動
が
あ
る
。
こ
の
団

体
も
発
足
の
伏
線
と
な
っ
て
い
る
福
島
県
会
津
地
方
で
の
檜
枝

岐
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（1984

）
か
ら
数
え

る
と
早
く
も
二
八
年
あ
ま
り
の
歳
月
を
経
た
。（2012

年
現
在
）

1997

年
か
ら
は
定
着
で
き
る
会
場
と
し
て
、
奥
会
津
に
あ
る
廃

校
を
改
良
し
た
施
設
が
あ
り
外
国
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
聘
し
、

滞
在
型
の
制
作
、
交
流
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
代
表
を
務

め
て
い
る
の
が
福
島
大
学
教
授
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ア
ー
ト
作
家



で
あ
り
フ
ェ
ス
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
星
野
共
氏
で
あ
る
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も2005

年
に
は
、
中
国
／
上
海
に
於

い
てM

M
AC Festival in Shanghai

を
行
っ
た
。
こ
の
時
の
参

加
国
作
家
数
は
、
中
国
人
＝
十
二
名
、
日
本
人
＝
九
名
、
他
＝
ポ
ー

ラ
ン
ド
／
フ
ラ
ン
ス
／
韓
国
／
イ
タ
リ
ア
／
ド
イ
ツ
／
カ
ナ
ダ
含

め
合
計
三
七
名
で
あ
っ
た
。
会
場
を
日
本
か
ら
中
国
に
移
し
て
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、M

M
AC Festival

の
名
称
は
あ
る
も
の
の

本
体
自
体
が
各
国
か
ら
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
聘
す
る
も
の
で
、

P.A.N
.

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
る
各
国
の
代
表
者
な
ど
が

集
っ
た
。2012

年
は
ポ
ズ
ナ
ニ
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）
に
於
い
て
中

央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
級
の
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
に
関
連
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て
開
催
予
定
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
背
景
か
ら
現
代
ア
ー
ト
と
町
づ
く
り
と
い
っ
た

活
動
が
様
々
な
展
開
を
見
せ
は
じ
め
て
い
る
。
本
論
で
は
現
代
に

於
い
て
美
術
が
社
会
的
・
同
時
代
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い

く
こ
と
は
重
要
だ
と
考
え
、2010

年
よ
り
論
者
自
ら
企
画
し
、

現
在
も
展
開
し
て
い
る
『Genesis

起
源
展
』
を
め
ぐ
っ
て
ジ
ャ

ン
ル
を
横
断
し
た
交
流
や
地
域
と
世
界
の
同
時
代
意
識
を
結
ぶ
こ

と
の
検
証
と
考
察
を
す
る
。

二
、 P.A.N

.

参
加
国
の
活
動
状
況

　

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
幾
つ
か
の
諸
外
国
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
見
え
て
き
た
。
こ

れ
よ
り
地
理
／
主
催
者
／
宿
泊
・
食
事
／
会
場
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

作
品
／
特
徴
な
ど
に
関
し
て
、
各
参
加
国
で
の
体
験
報
告
内
容
を

記
す
。

一
ー
一
、 

フ
ラ
ン
ス
／C.R.A.N

.E.

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（2002

年
）

　

パ
リ
か
らTGV

で
一
時
間
半
ほ
ど
の
駅
モ
ン
バ
ー
ル
へ
着
く
。

フ
ラ
ン
ス
で
も
東
に
位
置
し
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
の
こ
の
駅
か
ら

し
ば
ら
く
行
っ
たQ

uincerot

（
ク
イ
ン
セ
ロ
）
と
い
う
町
を
拠

点
に
し
た
団
体CRAN

E

に
於
い
て
こ
のCRAN

E Sym
posium

は
行
わ
れ
た
。
こ
の
界
隈
は
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
運
河
が
印
象
的
で
石

造
り
の
街
並
と
マ
ッ
チ
し
て
美
し
く
気
候
も
穏
や
か
で
と
て
も
過

ご
し
や
す
い
土
地
で
あ
る
。
主
催
者
はPLU

S

と
い
う
大
き
な
組

織
の
中
の
一
団
体
・CRAN

E

で
あ
り
、
こ
の
代
表
を
務
め
て
い

る
の
がJean VO

GU
ET

（
ジ
ャ
ン
・
ボ
ゲ
）
で
現
代
音
楽
の
作

曲
家
で
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
も
あ
る
。2002

年
時
、
宿
泊
は
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
の
ジ
ャ
ン
・
ボ
ゲ
の
持
ち
家
で
、
農
家
の
納
屋
を
改
築
し

た
二
階
建
て
の
建
物
。
一
階
は
ラ
ン
ド
リ
ー
や
倉
庫
に
な
っ
て
い



て
、
隣
接
し
た
部
屋
は
彼
の
事
務
所
に
な
っ
て
い
る
。
朝
食
は
そ

れ
ぞ
れ
起
床
し
た
順
に
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
大
き
な
冷

蔵
庫
の
中
の
も
の
は
自
由
に
滞
在
者
が
使
い
、
コ
ー
ヒ
ー
を
煎
れ

ト
ー
ス
ト
な
ど
焼
い
た
。
昼
食
は
そ
れ
ぞ
れ
展
示
場
所
の
近
く
の

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
と
る
。
夕
食
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
日
替
り
で
作
る
。
ワ
イ
ン
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
予
算
内

な
の
か
地
下
の
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
か
ら
尽
き
る
こ
と
無
く
提
供
さ
れ

た
。
会
場
は
屋
外
が
多
く
公
園
（parc de l

’H
ôtel de Ville

）

や
運
河
沿
い
の
倉
庫
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（Super U

）、
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
り
所
謂
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
で
の

展
示
は
無
い
。
参
加
作
家
は
五
カ
国
か
ら
招
聘
さ
れ
た
。
こ
の

Sym
posium

の
部
門
に
は
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
／im

age 

num
érique

（
デ
ジ
タ
ル
イ
メ
ー
ジ
）
／
ダ
ン
ス
／
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
／
絵
画
／
音
楽
／
彫
刻
の
分
野
が
あ
り
、
設
置
目
的
別
に
大

き
く
三
つ
の
会
場
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。

　

作
品
展
示
か
ら
得
ら
れ
た
こ
と
は
、
全
体
に
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
作
品
の
特
徴
で
も
あ
るSite Specific

（
特
定
の
場
所
性
）

な
表
現
が
多
か
っ
た
こ
と
と
、
そ
れ
ら
の
制
作
プ
ロ
セ
ス
に
も
表

現
を
感
じ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
レ
ジ
デ
ン
ス
的
な
性

格
の
展
覧
会
と
い
う
特
徴
が
あ
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
招
聘
さ
れ
滞

在
し
制
作
展
示
し
て
終
了
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
出
来

上
が
っ
た
作
品
を
事
後
的
に
興
行
、
収
蔵
、
売
却
と
い
っ
た
結
果

が
無
い
訳
で
あ
る
。
そ
れ
は
以
降
、
報
告
す
る
フ
ェ
ス
全
体
に
共

通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
制
作
さ
れ
て
い

る
彫
刻
作
品
な
ど
は
同
様
で
は
な
い
。
ま
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
参

加
し
た
作
家
の
発
言
で
印
象
に
残
っ
た
の
は
「
誰
が
体
制
側
で
、

誰
が
同
志
な
の
か
」
と
い
っ
た
発
言
だ
っ
た
。

二
ー
二
、 

フ
ラ
ン
ス
／C.R.A.N

.E.

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（2006

年
）

　

宿
泊
は
主
催
者
の
ジ
ャ
ン
・
ボ
ゲ
の
家
で
、Château de 

Chevigny

シ
ャ
ト
ー
・
シ
ブ
ニ
と
い
う
十
四
世
紀
の
古
城
。
こ

の
中
世
の
城
は2002

年
次
に
わ
ず
か
に
使
用
し
た
が
、
そ
の
後

改
良
を
重
ね
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
宿
泊
が
可
能
に
な
り
浴
室
や
キ
ッ

チ
ン
も
完
備
し
、
展
示
・
宿
泊
可
能
の
会
場
に
な
っ
て
い
た
。
食

事
は
前
回
と
同
様
で
冷
蔵
庫
の
中
の
も
の
は
自
由
に
滞
在
者
が
使

え
た
。
夕
食
は
庭
に
面
し
た
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
に
集
い
ワ
イ
ン
を

飲
み
な
が
ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
会
場
が
、2002

年
に
行
わ
れ
た
運
河

の
サ
イ
ト
か
らChâteau de Chevigny

シ
ャ
ト
ー
・
シ
ブ
ニ
に

移
っ
た
。
ま
た
フ
ェ
ス
全
体
は
広
範
な
地
域
で
行
わ
れ
、
十
カ
国



あ
ま
り
四
〜
五
十
名
の
参
加
者
に
よ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
あ
っ

た
。
作
品
は2002

年
時
の
会
に
て
前
述
し
た
傾
向
で
あ
る
が
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
於
い
て
は
、二
時
会
場
を
パ
リ
の
劇
場（LM

P 

– Théâtre du Lavoir M
oderne Parisien 

）
で
も
行
っ
た
。

　

こ
の
フ
ラ
ン
ス
の
団
体
の
活
動
記
録
で
は2000

年
か
ら
始
ま

り
現
在
も
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。2002

年
、2006

年
と

振
り
返
っ
て
み
て
フ
ラ
ン
ス
を
芸
術
の
国
と
評
す
る
所
以
が
分
か

る
。
古
典
か
ら
同
時
代
表
現
ま
で
含
め
国
の
政
策
の
中
に
芸
術
文

化
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
考
え
が
あ
る
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に

は
地
元
の
美
術
愛
好
家
や
プ
レ
ス
記
者
な
ど
が
集
ま
り
作
家
に
よ

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
市
長
の
挨
拶
が
あ
り
市
民
の
意
識
も

そ
れ
を
楽
し
む
余
裕
が
あ
る
よ
う
で
土
地
に
根
付
い
た
文
化
が
見

え
農
業
国
な
ら
で
は
と
い
え
る
地
に
足
が
つ
い
て
い
る
印
象
が

あ
っ
た
。

　

2002

年
時
も
含
む
両
会
と
も
夕
食
時
に
各
国
の
作
家
が
共
に

食
事
を
す
る
こ
と
で
親
睦
を
深
め
異
文
化
交
流
を
体
現
し
て
い

る
。
つ
ま
り
滞
在
し
制
作
を
共
有
す
る
生
活
そ
の
も
の
を
芸
術
と

し
て
感
じ
制
作
物
の
み
が
作
品
で
は
な
い
と
す
る
想
像
力
が
あ
る

の
だ
。
ワ
イ
ン
の
力
も
大
き
い
が
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
語
源
を

体
感
し
た
思
い
が
あ
る
。

　

資
金
に
関
し
て
助
成
は
受
け
て
い
る
よ
う
だ
が
、
基
本
的
に
独

立
、自
主
運
営
で
あ
る
。
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
見
る
と
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ

地
方
の
複
数
の
グ
ル
ー
プ
や
会
場
で
同
時
期
に
開
催
す
る
こ
と
で

公
的
な
援
助
を
受
け
や
す
く
し
て
い
る
よ
う
だ
。
ま
た
助
成
金
や

補
助
金
の
中
に
、
主
催
者
の
報
酬
も
含
ま
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
開
催
に
よ
っ
て
生
活
も
成
り
立
つ
と
い
う
と
こ
ろ

が
日
本
と
は
随
分
違
う
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。

二
ー
三
、
カ
ナ
ダ
・
ケ
ベ
ッ
ク
（Q

uébec

）
／D

ÉM
ÉN

AGE IV

（2003

年
）

　

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
（
ド
ー
バ
ル
）
か
ら
車
で
数
時
間
のM

ont-

Saint-H
ilaire

（
モ
ン
サ
ン
ヒ
ラ
エ
）
は
、
カ
ナ
ダ
で
も
東
に
位

置
し
五
大
湖
か
ら
し
ば
ら
く
行
っ
た
町
で
、
そ
こ
に
フ
ェ
ス
の
会

場Art Station

が
あ
る
。
こ
の
界
隈
は
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
リ

バ
ー
が
印
象
的
で
そ
の
支
流
の
両
岸
を
挟
む
石
造
り
の
街
並
は
高

級
別
荘
地
風
で
、
会
場
近
く
は
山
や
緑
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

　

会
場
のArt Station

は
多
く
の
ア
ー
ト
サ
イ
ト
の
一
つ
で
、
こ

こ
の
ア
ー
ト
団
体A.D.N

.  &
 A.A.A.

代
表
を
務
め
て
い
る
の
が

Jocelyn Fiset

（
ジ
ョ
セ
レ
ン
・
フ
ィ
セ
ッ
ト
）
絵
画
作
家
で
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
。



　

宿
泊
は
主
催
者
で
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
ジ
ョ
セ
レ
ン
・
フ
ィ
セ
ッ

ト
の
家
で
、
他
に
招
聘
さ
れ
た
参
加
者
も
基
本
的
に
は
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
あ
っ
た
。

　

食
事
は
フ
ラ
ン
ス
同
様
、
冷
蔵
庫
の
中
の
も
の
を
自
由
に
使
え
、

夕
食
は
会
場
のArt Station

や
近
所
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
自
宅

で
、
楽
士
ま
で
呼
ん
で
ダ
ン
ス
も
あ
る
と
い
う
、
パ
ー
テ
ィ
ー
形

式
が
多
か
っ
た
。
ケ
ベ
ッ
ク
は
フ
ラ
ン
ス
語
圏
な
の
で
フ
ラ
ン
ス

ス
タ
イ
ル
の
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
部
門
は
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

／Art-Action

の
分
野
が
あ
り
、
表
現
別
にArt Station

周
辺

の
屋
外
と
室
内
（
シ
ア
タ
ー
）
二
つ
の
会
場
に
分
け
ら
れ
て
い

た
。
作
品
発
表
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
詩
の
朗
読
が
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
ア
ー
ト
の
部
門
に
当
然
の
よ
う
に
あ
る
こ
と
で
、
そ
れ
は

2006

年
の
フ
ラ
ン
ス
で
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
も
同
様
で
あ
っ

た
。
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
と
文
学
が
違
和
感
無
く
結
び
つ
い
て
い
た
。

ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
作
家
よ
り
も
物
語
性
を
感
じ
さ
せ
演
劇
的

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
カ
ナ
ダ
の
作
家
に
あ
り
印
象
的
だ
っ
た
。

　

こ
の
カ
ナ
ダ
でArt Station

の
代
表
の
ジ
ョ
セ
レ
ン
・
フ
ィ

セ
ッ
ト
以
外
の
メ
ン
バ
ー
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
に
活
動
を
し
て

い
る
よ
う
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
支
え
る
基
盤
が
で
き
て
い
る
印

象
が
あ
っ
た
。
招
聘
さ
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
は
幾
許
か
の
報
酬

も
支
払
っ
て
い
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
も
フ
ラ
ン
ス
と
同
様
に
地
元

の
美
術
愛
好
家
や
プ
レ
ス
記
者
な
ど
が
集
ま
り
作
家
に
よ
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
り
市
長
の
挨
拶
が
あ
っ
た
り
と
一
つ

の
土
地
に
根
付
い
た
文
化
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

驚
い
た
。
そ
れ
は
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

内
容
が
現
代
的
な
表
現
で
直
接
理
解
で
き
る
も
の
で
は
無
い
に
も

関
わ
ら
ず
、
参
加
者
た
ち
が
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
た

か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
後
主
宰
のJocelyn Fiset

は
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
ラ
ン
・
セ
ン
タ
ー
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
就
任
し
全
カ
ナ
ダ
の

ラ
ン
・
セ
ン
タ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
入
っ
て
い
る
。

二
ー
四
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ポ
ズ
ナ
ニ
（Poznan

）
／TO

KYO
 

N
EW

YO
RK

（2004

年
）

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
と
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
の
ほ
ぼ

中
間
に
位
置
す
る
町
ポ
ズ
ナ
ニ
。
こ
の
町
を
拠
点
に
し
た
団

体IF M
U

SEU
M

 Inner Spaces

に
於
い
てFestiw

al TO
KYO

 

N
EW

YO
RK

は
行
わ
れ
た
。
ポ
ズ
ナ
ニ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
建
国
の
地

で
も
あ
り
、
こ
の
界
隈
は
東
欧
の
古
い
石
造
り
の
街
並
が
残
っ
て



い
る
一
角
で
あ
る
。

　

こ
の
代
表
を
務
め
て
い
る
の
がTom

asz W
endland

（
ト
ー

マ
ス
・
ウ
ェ
ン
ド
ラ
ン
ド
）
で
現
代
美
術
の
作
家
で
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

で
あ
る
。
奥
様
はPAN

の
関
係
で
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
お
り

に
知
り
合
っ
た
ア
キ
さ
ん
で
、
こ
の
当
時
市
か
ら
借
り
受
け
たIF 

M
U

SEU
M

の
サ
ポ
ー
ト
も
も
ち
ろ
ん
だ
が
現
在
も
夫
婦
共
同
で

活
動
し
て
い
る
。
宿
泊
は
ア
カ
デ
ミ
の
宿
泊
施
設
。
食
事
は
そ
れ

ぞ
れ
展
示
場
所
の
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
と
る
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
全
貌
は
お
そ
ら
く
主
催
者
の

Tom
asz

以
外
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
展
示
期

間
の
前
半
を
ア
メ
リ
カ
人
作
家
、
中
盤
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
作
家
、

そ
し
て
後
半
が
日
本
人
と
い
う
具
合
に
分
け
ら
れ
会
場
もInner 

Spaces

とStary Rynek

（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
の
２
カ
所
で
あ
る
か

ら
だ
。
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
のTom

asz

の
作
品
評
で
は
三
つ
の
タ
イ

プ
の
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
が
あ
る
と
い
う
。N

.Y.

は
ポ
ス
ト
工
業
化
、

ポ
ス
ト
消
費
社
会
を
ベ
ー
ス
に
し
、
あ
ふ
れ
る
モ
ノ
や
不
要
な
も

の
と
向
き
合
い
、ゴ
ミ
か
ら
意
味
を
引
き
出
す
よ
う
な
表
現
。
ポ
ー

ラ
ン
ド
は
、
伝
統
的
に
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
ア
ー
ト
が
強
く
、
ミ

ニ
マ
ル
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
コ
ン
セ
プ
ト
を
は
っ
き
り
出
す
、

ポ
ズ
ナ
ン
ス
タ
イ
ル
と
言
わ
れ
る
独
自
な
ス
タ
イ
ル
が
あ
る
の
だ

そ
う
だ
。
日
本
の
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
は
、
古
武
道
の
よ
う
に
相
手
の

気
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
か
し
た
表
現
。
舞
踏
な
ど
も
そ
う
だ
が

ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
場
か
ら
最
小
限
の
素
材
で
最
大

限
の
表
現
効
果
を
引
き
出
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

日
本
人
作
家
の
作
品
を
設
置
す
る
際
に
、Inner Spaces

を

手
伝
う
数
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
が
。
皆
好
意
的
で
単
な
る
展

覧
会
づ
く
り
と
い
う
よ
り
も
、
社
会
主
義
か
ら
自
由
化
し
た
後

の
文
化
作
り
と
い
う
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
出
来
事
に
参
加
し
て

い
る
よ
う
な
意
識
を
感
じ
た
。
ま
たTom

asz W
endland

の
話

で
は
、1989

年
社
会
主
義
崩
壊
直
後
の
時
期
に
「
シ
ビ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
＆
カ
ル
チ
ャ
ー
展
」
の
企
画
か
ら
始
ま
り
、1993

年
か

らInner Spaces 

の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
は
じ
め
た
。
地
下
に
眠
っ
て
抑
圧
さ
れ
て
き
た
思
想
が
芽
吹
く

き
っ
か
け
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
現
代
ア
ー
ト
を
捉
え
て
い

る
よ
う
で
、
使
命
感
を
も
っ
て
こ
の
事
業
に
あ
た
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

二
ー
五
、ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ポ
ズ
ナ
ニ
（Poznan

）
／O

BLED

（2005

年
）

　

ト
ー
マ
ス
氏
の
友
人
で
あ
る
、
ス
ォ
ベ
ッ
ク
氏
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ



ス
に
て
宿
泊
、
食
事
は
そ
れ
ぞ
れ
展
示
会
場
の
近
く
の
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
で
と
る
。
こ
の
展
覧
会
は
論
者
の
舞
台
広
告
展
で
会
場
は

Inner Spaces

に
て
行
わ
れ
た
、
能
や
舞
踏
な
ど
の
ポ
ス
タ
ー
作

品
を
展
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
展
覧
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

日
本
語
学
校
の
学
生
達
で
、
感
性
も
全
く
先
進
国
的
な
同
時
代
性

を
持
っ
た
印
象
が
あ
る
。
事
実
、
最
も
熱
心
に
お
手
伝
い
頂
い
た

ボ
イ
チ
ェ
ッ
ク
君
は
そ
の
数
年
後
東
京
大
学
の
博
士
課
程
に
留
学

し
て
い
た
。

二
ー
六
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ポ
ズ
ナ
ニ
（Poznan

）
／M

ediations 

Biennale I

（2008

年
）

　

宿
泊
は
作
家
別
に
ホ
テ
ル
な
ど
宿
泊
施
設
が
用
意
さ
れ
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
な
ど
を
の
ぞ
き
食
事
は
そ
れ
ぞ
れ
展
示
場
所
の
近

く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
と
る
。

　

会
場
は
全
ポ
ズ
ナ
ニ
市
中
の
十
六
会
場
、
二
百
四
十
人
に
お
よ

ぶ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
参
加
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
展

覧
会
で
マ
リ
ナ
・
ア
ブ
ラ
モ
ビ
ッ
チ
、
ア
ン
ゼ
ル
ム
・
キ
ー
フ
ァ
ー
、

李
禹
煥
（
リ
ー
・
ウ
ー
フ
ァ
ン
）、ヤ
ン
・
フ
ァ
ー
ブ
ル
、ヘ
ル
マ
ン
・

ニ
ッ
チ
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
・
ピ
ス
ト
レ
ッ
ト
、
日
本
か
ら
は
管

木
志
雄
、M

M
AC

メ
ン
バ
ー
な
ど
が
参
加
し
た
。

　

拠
点
と
し
て
い
たIF M

U
SEU

M
 Inner spaces

は1999

年
か
ら2007

年
ま
で
市
か
ら
借
り
て
運
営
し
て
い
た
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
、
今
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
年
間
お

お
よ
そ
十
の
企
画
が
な
さ
れ
て
い
た
。2007

年
の
企
画"Asia-

Europe M
ediations"

で
前
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
倍
額60000zl

（1,669,800

円
）
を
市
の
予
算
か
ら
受
け
る
。
こ
の
展
覧
会

が
国
内
外
か
ら
の
高
評
を
得
て
、
次
の
年2008

年
の
第
一
回

"M
ediations Biennale"

を
組
織
す
る
に
到
る
。2008

年
は
市

の
助
成
だ
け
で
な
く
、
県
、
国
の
文
化
庁
か
ら
も
助
成
金
を
も
ら

う
こ
と
が
で
き
た
。Tom

asz

は
、
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
し
て
ポ

ズ
ナ
ニ
国
立
美
術
館
、（
ヒ
ト
ラ
ー
の
元
別
荘
）
ザ
メ
ッ
ク
文
化

セ
ン
タ
ー
、旧
印
刷
所
な
ど
多
く
の
会
場
で
行
っ
た
。
初
回
の
キ
ュ

レ
ー
タ
は
ユ
ー
ヨ
ン
・
キ
ム
、
顧
振
清
（
グ
ー
・
ジ
ェ
ン
チ
ン
）、

ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ヘ
ギ
の
三
氏
、2010

年
の
二
回
目
の
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
は
「
ビ
ヨ
ン
ド
・
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
で
水
沢
勉
（
現
在
、

神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
館
長
）
と
リ
シ
ャ
ル
ド
・
ク
ル
シ
チ
ン

ス
キ
の
両
氏
に
よ
っ
て
キ
ュ
レ
ー
ト
さ
れ
た
。
こ
の
回
で
は
ポ
ズ

ナ
ニ
市
、
国
の
文
化
庁
、EU

か
ら
助
成
金
を
も
ら
う
こ
と
が
で

き
た
。

　

振
り
返
る
と
九
十
年
代
か
ら2000

年
前
半
ま
で
続
く
草
の



根
的
な
国
際
交
流
も2007

年
に
開
催
さ
れ
た"Asia-Europe 

M
ediations"

を
期
に
、
特
定
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の
交
流
で
は

な
く
、
や
や
商
業
ベ
ー
ス
に
な
っ
た
と
は
い
え
ア
ー
ト
と
い
う
言

葉
を
超
え
た
交
流
を
進
め
て
き
た
。
今
で
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
も
彼

は
有
名
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ア
ー
ト
関
係
者
な
ら
ば
知
る
人
ぞ
知

る
人
物
に
な
っ
た
観
が
あ
る
。2012

年
の
ア
ジ
ア
部
門
の
キ
ュ

レ
ー
タ
は
森
美
術
館
の
南
條
史
生
氏
を
予
定
し
て
い
る
。

二
ー
七
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
状
況

二
ー
七
ー
一
、
ド
イ
ツ
・
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
（H

annover

）
／

SH
Ö

N
 – SH

Ö
N

（2008

年
）

　

施
設
の
管
理
運
営
を
市
か
ら
委
託
さ
れ
て
い
る
フ
ァ
ウ
ス
ト
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
一
角
は
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
カ
ル
チ
ャ
ー
を
擁

す
る
創
造
的
な
ゾ
ー
ン
で
も
と
も
と
布
団
工
場
の
跡
地
だ
と
の
こ

と
で
あ
る
、
自
由
ラ
ジ
オ
局
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ア
ト
リ
エ
や
オ

フ
ィ
ス
、
ラ
イ
ヴ
も
あ
る
ク
ラ
ブ
、
幼
稚
園
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
が
た
ち
煉
瓦
作
り
の
壁
に
は
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
・
ア
ー
ト
が

ひ
し
め
い
て
い
る
。
そ
の
一
角
に
市
の
文
化
施
設Faust

と
い
う

大
き
な
組
織
が
あ
り
そ
の
一
部
門
にKunsthalle Faust

（
美
術

館
）が
あ
る
、こ
の
代
表
を
務
め
て
い
る
の
がH

arro Schm
idt

（
ハ

ロ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
）
で
美
術
作
家
で
キ
ュ
レ
ー
タ
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

で
あ
る
。

二
ー
七
ー
二
、
イ
ギ
リ
ス
／
団
体
：CRO

SSIN
G TIM

E

　

主

催

者

のRoger BO
U

RKE

はU
niversity College 

Falm
outh

で
ア
ー
ト
を
教
え
る
教
官
で
あ
る
、CRO

SSIN
G 

TIM
E

は
彼
を
代
表
と
す
る
団
体
で
あ
る
。
映
像
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

で
あ
り
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
る
。
こ
の
団
体
は
自
主
運
営
で
、

大
学
か
ら
場
所
や
機
材
等
の
支
援
が
あ
る
。

二
ー
七
ー
三
、
イ
タ
リ
ア
／
団
体
：InteRazioni

　

主
催
者
はM

assim
o Zanasi

で
地
方
行
政
か
ら
の
助
成
を
受

け
て
い
る
よ
う
だ
が
、
自
主
運
営
と
の
ミ
ッ
ク
ス
。
サ
ル
デ
ィ
ー

ニ
ャ
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
イ
タ
リ
ア
国

内
に
も
あ
る
。

二
ー
七
ー
四
、
ア
メ
リ
カ
／
団
体
：Fusion Arts &

 

U
nbearables

　

主
催
者
はShalom

 N
EU

M
AN

N

特
徴
的
な
の
は
自
分
た
ち
で



不
動
産
を
持
ち
自
主
運
営
を
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
助
成
は
受
け
て
い
る
。

　

PAN

参
加
国
全
て
の
団
体
で
の
体
験
報
告
を
こ
こ
に
記
す
こ
と

は
で
き
な
い
、
ま
た
国
に
よ
っ
て
特
徴
的
な
表
現
や
表
現
ジ
ャ
ン

ル
の
地
域
差
は
あ
る
も
の
の
ど
の
団
体
も
現
代
ア
ー
ト
（
特
に
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ア
ー
ト
）
を
主
軸
に
置
い
た
交
流
を
実
践
し
て
い

る
。

三
、
仮
説
と
考
察

　

こ
こ
に
一
つ
の
仮
説
を
立
て
た
い
、「
現
代
の
ア
ー
ト
は
、
個

人
的
な
も
の
か
ら
社
会
的
な
問
題
ま
で
を
表
現
し
。
そ
れ
を
通
じ

て
問
題
治
療
の
為
の
処
方
箋
に
な
り
代
替
的
な
療
養
に
も
成
り
得

る
。
そ
れ
は
国
境
を
超
え
た
共
通
の
言
語
と
い
え
る
」
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

　

こ
の
仮
説
か
ら
熊
本
で
主
催
し
た
四
つ
の
展
覧
会
を
考
察
す

る
。
以
下
そ
れ
に
関
す
る
実
践
例
テ
ー
マ
／
会
場
・
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
作
品
／
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
各
報
告
内
容
を

記
す
。

三
ー
一
、2005

年　

日
本
／
熊
本　

Passage to O
LYM

P 

「
聖

な
る
回
廊
」
展

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
のTom

asz W
endland

か
ら2005

年
日
本
で

メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
展
の
呼
び
か
け
が
あ
り
熊
本
に
於
い
て
開
催
さ

れ
た
。

　
「
聖
な
る
回
廊
」
の
テ
ー
マ
は
ギ
リ
シ
ア
の
聖
な
る
山O

LYM
P

（
オ
リ
ン
ピ
ア
）
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
、
こ
の
展
覧
会
を
通
じ
て
、

現
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
と
っ
て
の
聖
な
るO

LYM
P

は
ど
こ
な

の
か
を
探
す
試
み
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
つ
の
寓
意
で
あ
り
、EU

側
キ
ュ
レ
ー
タ
の
ト
ー
マ
ス
氏
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
。
こ
の

テ
ー
マ
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
今
日
に
お
い
て
東
西
を
問

わ
な
い
現
代
社
会
共
通
の
テ
ー
マ
で
も
あ
ろ
う
。
事
実
本
展
覧
会

に
お
い
て
行
わ
れ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
現
代
に
お
け
る

ユ
ー
ト
ピ
ア
や
自
治
（
ア
ウ
ト
ノ
ミ
ア
）
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら

れ
ア
ー
ト
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
そ
の
水
先
案
内
人
と
し
て
未
明
の

領
域
に
灯
明
を
と
も
す
と
語
ら
れ
た
。

　

会
場
は
崇
城
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、EU

か
ら
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
五
名
を
招
聘
し
日
本
側
か
ら
は
二
名
の
作
家
が
参
加
し
た
。
こ

の
展
覧
会
は
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
展
で
現
代
の
美
術
や
情
報
環
境
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
問
題
が
表
現
さ
れ
た
。
ま
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス



カ
ッ
シ
ョ
ン
で
た
び
た
び
用
い
ら
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
と
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ス
ム
（
脱
植
民
地
化
）
や
自
治

（
ア
ウ
ト
ノ
ミ
ア
）
の
問
題
で
あ
り
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
っ
た
。
こ

の
問
題
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
的
背
景
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
お

り
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
疑
似
的
植
民
地
と
さ
れ
た
日
本
で
は
、
な

か
な
か
共
通
の
テ
ー
マ
と
し
て
の
接
点
が
見
え
に
く
か
っ
た
と
言

え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
に
お
い
て
は
半
植
民
地

化
さ
れ
た
歴
史
か
ら
急
激
に
市
場
経
済
に
さ
ら
さ
れ
た
後
の
切
実

な
問
題
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

考
察
一
：
現
代
の
美
術
や
情
報
環
境
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム

　

現
代
の
美
術
は
、
か
つ
て
の
古
典
的
な
意
味
合
い
で
の
美
術
と

は
意
を
異
に
し
て
い
る
。
ポ
ー
ル
・
ド
・
マ
ン
の
「
古
典
芸
術
は

ミ
メ
ー
シ
ス
」
と
い
う
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、「
古
典
芸
術
は
実

在
の
表
象
」
と
し
て
あ
る
。
し
か
し
、
ポ
ー
ル
・
ド
・
マ
ン
に
よ

れ
ば
「
中
世
・
現
代
芸
術
はnon m

im
etic

（
非
模
倣
）、non-

representational

（
非
再
現
・
非
表
象
）
等
に
よ
る
ア
レ
ゴ
リ
ー
」

に
よ
る
作
品
だ
。
こ
れ
は
、
美
術
の
評
価
基
準
の
こ
と
で
は
な
く
、

む
し
ろ
多
様
性
や
関
係
性
の
こ
と
で
あ
る
。

　

現
代
は
自
然
社
会
→
農
業
社
会
→
工
業
社
会
を
経
て
情
報
社
会

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
か
つ
て
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
東
西
の
文

化
交
流
を
促
進
し
た
と
言
え
る
が
、
現
代
の
そ
れ
は
、
瞬
時
に
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報
が
交
換
さ
れ
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
そ
れ

は
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
恩
恵
？
と
も
言
え
る
が
デ
ジ
タ
ル

化
す
る
と
い
う
こ
と
は
世
界
を
数
量
化
し
て
捉
え
、
再
配
置
す
る

こ
と
で
世
界
観
を
一
元
化
し
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化
、
ト
ラ
ン

ス
カ
ル
チ
ャ
ー
化
を
促
す
と
言
え
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
あ
ら

ゆ
る
も
の
を
変
換
可
能
に
す
る
が
、
メ
タ
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
世
界

（
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
カ
ン
の
言
う
現
実
界
、
死
の
欲
動
や
霊
性
な
ど
）、

不
可
視
の
世
界
等
を
捉
え
再
配
置
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ

う
。

　

か
つ
て
「
ヨ
ー
ロ
パ
と
は
教
会
で
教
会
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
る
」

と
言
い
、
十
字
軍
や
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
け
る
侵
略
に
よ
る
東

西
交
流
が
有
効
だ
っ
た
頃
と
現
代
は
異
な
る
。「
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
」
と
い
う
語
は1990

年
代
以
後
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、

歴
史
的
に
は
何
度
も
見
ら
れ
た
傾
向
で
あ
る
。
十
九
世
紀
か
ら
第

二
次
世
界
大
戦
が
終
結
ま
で
の
欧
米
列
強
に
よ
る
帝
国
主
義
・
植

民
地
主
義
も
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
一
種
と
言
え
よ
う
。

　

今
、
国
を
超
え
て
共
通
の
言
語
を
現
代
の
美
術
に
見
る
こ
と
は

可
能
だ
ろ
う
か
？
こ
の
高
度
に
変
容
し
人
工
化
さ
れ
た
環
境
を
見



る
と
共
通
の
文
化
・
芸
術
・
教
育
・
宗
教
な
ど
重
層
化
す
る
部
分

は
多
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
ア
レ
ゴ
リ
ー
や
メ
タ
フ
ァ
ー
を
使
っ

た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
共
有
は
可
能
だ
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
デ
ジ
タ
ル
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
恩
恵
と

見
る
か
害
悪
と
見
る
か
は
、
ジ
ャ
ン
ル
、
カ
テ
ゴ
リ
に
も
よ
る
だ

ろ
う
。

　

こ
の
展
覧
会
「Passages to O

LYM
P

」
か
ら
四
年
後
の

2009

年
に
、「looking for N

EW
 EARTH

」
の
タ
イ
ト
ル
の
も

と
で
新
た
な
展
覧
会
が
発
案
さ
れ
た
。
そ
れ
は
「
自
治
や
ユ
ー
ト

ピ
ア
探
し
」
か
ら
「
新
し
い
地
球
探
し
」
に
つ
な
が
る
と
い
う
流

れ
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
は
現
代
の
ア
ー
ト
と
い
う
国
境
を
越
え
た

共
通
の
言
語
に
よ
る
課
題
探
し
に
も
な
っ
た
。

三
ー
二
、2009

年
日
本
／
熊
本　

looking for N
EW

 EARTH
 

「
新
し
い
地
球
探
し
」

　

私
が
最
初
に
投
げ
か
け
た
仮
説
は
、
百
年
前
の
イ
タ
リ
ア
未
来

派
の
宣
言
の
内
容
（
速
度
の
美
／
女
性
蔑
視
／
戦
争
賛
美
な
ど
）

そ
の
も
の
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
宣
言
を
産
み
出
し
た
当
時
の
社

会
的
な
背
景
に
論
点
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
世

界
的
経
済
不
況
で
あ
り
、
伝
染
病
の
流
行
で
あ
り
、
機
械
化
さ
れ

た
社
会
環
境
、
そ
し
て
そ
の
後
訪
れ
る
戦
争
へ
の
加
担
で
あ
る
。

奇
し
く
も
こ
の
脅
威
は
百
年
後
の
現
代
と
ほ
ぼ
似
て
い
る
よ
う
な

事
情
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
百
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
世
界
的
な

金
融
同
時
不
況
で
あ
り
、伝
染
病（
新
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）で
あ
り
、

高
度
に
発
達
し
た
情
報
環
境
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
端
末
な

ど
）、
そ
し
て
そ
れ
は
北
朝
鮮
な
ど
の
戦
争
を
め
ぐ
る
不
安
感
に

重
な
る
だ
ろ
う
。（2009

年
当
時
）

　

参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
八
人
に
絞
ら
れ
た
。Iskender 

Yediler

（
ト
ル
コ
）
彫
刻
作
品
／Pasko Burdjelez

（
ク
ロ
ア

チ
ア
）
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
そ
の
記
録
／Jaan Toom

ik

（
エ
ス

ト
ニ
ア
）" U

N
TITLED

 " 2002

は
、
自
殺
者
と
い
う
テ
ー
マ
で

も
あ
る
が
、
木
の
間
に
宙
づ
り
に
な
っ
た
男
が
、
穴
の
空
い
た
地

面
に
落
下
。
／D

orota Chilinska

（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）
の
作
品
は
、

9.11

の
同
時
多
発
テ
ロ
を
題
材
に
し
た
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
。
／Andrzej W

asilew
ski

（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）
は
電
脳
社
会
を

ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
に
表
現
。
／Tom

asz W
endland

（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）

の
肖
像
作
品
「
わ
が
闘
争
」
は
、
世
界
の
歴
史
に
登
場
す
る
芸
術

家
や
政
治
家
の
肖
像
。
／H

arro Schm
idt

（
ド
イ
ツ
）
の
作
品

は
旗
を
掲
げ
る
兵
隊
や
太
鼓
を
叩
く
楽
隊
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
が
乗
る

巨
大
な
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
／Roger Bourke

（
イ
ギ
リ
ス
）
は
、ル
ー



プ
す
る
映
像
作
品
。
体
の
い
い
環
境
映
像
に
見
え
る
が
、
映
さ
れ

て
い
る
の
は
私
た
ち
が
日
々
大
量
に
消
費
、
廃
棄
し
て
い
る
ゴ
ミ

袋
で
あ
る
。
こ
の
展
覧
会
は
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
展
で
現
代
の
人
工

的
な
シ
ス
テ
ム
と
地
球
環
境
の
問
題
が
表
現
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
ト
ー
マ
ス
氏
の
発
言

で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
彼
の
「
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
概

念
で
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
は
争
っ
て
い
る
人
間
の
間
に
、
誰

か
が
割
っ
て
入
っ
て
、
諍
い
を
止
め
さ
せ
、
話
し
合
い
に
よ
り

解
決
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
。
つ
ま
り
彼
の
行
っ
て
い
る
ビ
エ

ン
ナ
ー
レ
は
正
に
「
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

2008

」
で
そ
こ
で
の
橋
渡
し
と
はEU
と
ア
ジ
ア
、
東
と
西
と

言
う
意
味
合
い
に
な
る
。
こ
の
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
は2010

年
に
は

タ
イ
ト
ル
を
「
ビ
ヨ
ン
ド
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
に
変
え
、
調
停

（
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
を
超
え
た
展
覧
会
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、
そ
の
先
に
は
ま
さ
に
彼
の
標
榜
す
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
繋
が
る

「Pavillion 0

（
パ
ビ
リ
オ
ン
ゼ
ロ
）」
な
ど
の
東
西
や
国
境
を
超

え
た
展
覧
会
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

考
察
二
：
複
製
化
の
果
て
に

　

十
九
世
紀
後
半
よ
り
高
度
に
進
ん
だ
複
製
技
術
が
、
現
代
で
は

複
製
物
の
複
製
化
や
表
象
の
表
象
と
し
て
の
芸
術
作
品
を
生
ん
で

い
る
。
論
者
は
そ
こ
に
一
つ
の
必
然
性
を
見
る
。
現
代
社
会
の
生

活
環
境
は
視
点
を
変
え
れ
ば
人
工
的
な
複
製
物
に
囲
ま
れ
て
い

る
。
ま
た
複
製
物
は
環
境
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
食
品
・
家
畜

の
ク
ロ
ー
ン
化
や
再
生
医
療
に
よ
る
人
体
の
複
製
化
も
あ
る
。
ま

た
、
情
報
伝
達
環
境
な
ど
も
も
ち
ろ
ん
人
工
的
な
技
術
に
よ
っ
て

実
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
人
間
の
言
葉
も
ま
た
引
用
の
織
物
で

あ
る
な
ら
ば
、
ア
イ
デ
ン
テ
テ
ィ
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
よ
う
。
そ

こ
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
実
在
を
表
象
化
す
る
行
為
に
模
倣
や
再
現
の

限
界
は
無
い
の
か
？
実
在
物
そ
の
も
の
が
す
で
に
シ
ミ
ュ
ラ
ー
ク

ル
（
模
造
物
化
）
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
展
覧

会
で
も
多
く
表
現
さ
れ
て
い
た
「
人
工
的
な
シ
ス
テ
ム
と
地
球
環

境
の
矛
盾
」
と
い
う
課
題
が
投
げ
か
け
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
「
地
球

探
し
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
見
え
て
き
た
。

　

熊
本
に
於
け
る
次
の
展
覧
会
の
テ
ー
マ
を
考
え
る
時
に
。
フ
ラ

ン
ス
の
よ
う
に
文
化
を
享
受
で
き
る
地
域
性
は
無
く
、
カ
ナ
ダ
の

よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
連
携
し
行
政
が
保
証
す
る
こ
と
も
無
い
、

ま
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
政
治
体
制
の
変
革
か
ら
自
由
経
済
を

謳
歌
す
る
よ
う
な
勢
い
も
無
い
、
し
か
し
二
度
に
わ
た
る
メ
デ
ィ

ア
・
ア
ー
ト
展
を
通
し
て
見
え
て
来
た
文
化
的
な
背
景
の
差
異
性



と
同
一
性
を
、
歴
史
的
、
同
時
代
的
な
文
脈
か
ら
考
察
す
る
こ
と

で
、
新
し
い
地
球
探
し
を
自
ら
の
足
元
・
阿
蘇
と
い
う
世
界
最
大

級
の
カ
ル
デ
ラ
に
再
発
見
し
た
。
こ
の
地
を
シ
ン
ボ
ル
に
ド
イ
ツ

の
キ
ュ
レ
ー
タ
、
ハ
ロ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
共
に2010

年
「
火
山
・

ア
ー
ト
・
人
間
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
元
「Genesis-1

起
源
展
」

の
開
催
に
到
っ
た
。

三
ー
三
、2010

年 

日
本
／
熊
本　

Genesis-1

「
起
源
展
」

　

今
企
画
は
、
地
球
の
子
宮
と
も
言
わ
れ
る
、
阿
蘇
と
い
う
火
山

に
地
球
の
起
源
を
見
、
ア
レ
ゴ
リ
ー
（
寓
意
）
と
す
る
こ
と
で
、

改
め
て
自
然
と
人
間
を
見
つ
め
直
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

現
代
は
人
間
自
体
が
汎
宇
宙
・
汎
自
然
の
一
生
命
体
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
、
地
球
環
境
の
破
壊
等
か
ら
様
々
な
異
常
気
象
等
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
人
は
擬
似
的
な
情
報
操
作
・
環
境
に
よ
り

本
来
的
な
現
実
感
を
喪
失
し
た
環
境
を
作
っ
て
い
る
。
そ
の
相
克

は
資
本
主
義
経
済
原
理
の
破
綻
な
ど
に
も
及
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
現
代
ア
ー
ト
展
を
通
し
、
熊
本
県
ま
た
九
州
に
於
い
て

文
化
の
交
流
・
発
言
か
ら
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
こ
の
展
覧

会
は
芸
術
の
力
に
よ
る
意
識
改
革
を
呼
び
か
け
る
礎
と
な
る
だ
ろ

う
。
ま
た
人
工
的
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
行
き
詰
ま
り
に
対
す
る
芸

術
領
域
か
ら
の
警
鐘
で
あ
り
運
動
で
あ
る
。

　

ま
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
人
工
的
な
社
会
と
自
然

を
考
え
よ
う
と
い
う
主
旨
の
も
と
「
火
山
・
ア
ー
ト
・
人
間
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
行
っ
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
ア
ー
ト
部
門
＝

Kunsthalle Faust

の
館
長
ハ
ロ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（
ド
イ
ツ
）、
農

業
部
門
＝N

PO

フ
ォ
ー
ク
ス
ク
ー
ル
事
務
局
長
／
牧
場
主
・
荒

牧
弘
幸
、
地
質
学
部
門
＝
阿
蘇
火
山
博
物
館
館
長
・
池
辺
伸
一
郎
、

教
育
部
門
＝
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
／M

M
AC

代
表
・

星
野
共
、
キ
ュ
レ
ー
タ
部
門
＝Aki W

endland

（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）

通
訳
＝
宇
佐
美
陽
一
、
司
会
＝
三
枝
泰
之
で
行
っ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
阿
蘇
や
火
山
に
関
す
る
自
ら
の
意
見
を

出
し
合
い
、
そ
の
後
観
客
も
含
め
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
。
そ
ん
な
中
で
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
地
質
学
と
い
う
ア
ー

ト
と
は
遠
い
立
場
か
ら
の
発
言
で
、
火
山
博
物
館
の
館
長
で
も
あ

る
池
辺
先
生
の
体
験
談
で
あ
っ
た
。
彼
は
阿
蘇
の
火
口
に
立
ち

入
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
禁
を
犯
し
て
単
身
深
夜
に
火
口
に
降

り
立
っ
て
い
っ
た
と
い
う
も
の
で
、
初
め
て
遭
遇
す
る
火
口
か
ら

の
炎
に
崇
高
で
神
秘
的
な
も
の
を
体
感
し
た
と
い
う
。
そ
の
体
験

は
今
ま
で
感
じ
た
こ
と
の
無
い
神
秘
体
験
でsom

ething great

と
の
出
会
い
で
あ
る
。
こ
の
発
言
は
そ
れ
ま
で
の
各
部
門
か
ら
の



体
験
や
報
告
を
結
ぶ
発
言
で
あ
り
、
今
後
の
展
覧
会
や
研
究
へ
と

つ
な
が
る
も
の
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

三
ー
四
、2011
年 

日
本
／
熊
本　

Genesis-2

「
起
源
展
」

　

2010

年
の
九
月
に
一
回
目
の
起
源
展
を
実
施
し
、
そ
れ
か
ら

約
半
年
後
の2011
年
三
月
十
一
日
に
宮
城
沖
で
大
地
震
が
起
き

た
。
そ
の
地
震
は
大
津
波
を
伴
っ
て
人
間
の
科
学
技
術
の
粋
の
象

徴
で
あ
る
原
子
力
発
電
所
を
破
壊
し
た
。

　

一
回
目
の
展
覧
会
を
始
め
る
前
の2010

年
六
月
に
起
源
展
の

イ
メ
ー
ジ
を
言
葉
に
し
て
い
た
。―

―
―

―

今
大
人
の
世
界
は
、

イ
メ
ー
ジ
に
先
立
つ
言
葉
で
膠
着
（
こ
う
ち
ゃ
く
）
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
は
印
刷
な
ど
に
よ
る
活
字
に
よ
っ
て
言
葉
も
手
に
取
れ
る

所
に
あ
り
ま
し
た
。
で
も
今
は
モ
ニ
タ
の
上
を
瞬
く
間
に
現
れ
消

え
て
い
き
ま
す
。
人
の
記
憶
も
同
様
に
外
に
保
存
さ
れ
る
こ
と
で
、

匂
い
や
雰
囲
気
の
よ
う
な
曖
昧
さ
を
無
く
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で

す
。
そ
れ
は
人
間
だ
け
が
こ
の
地
球
を
工
場
化
し
、
わ
が
物
顔
で

名
前
を
付
け
終
わ
っ
た
か
の
よ
う
に
。
…
目
の
前
に
世
界
最
大
級

の
カ
ル
デ
ラ
が
あ
り
ま
し
た
。
…
あ
な
た
は
こ
の
火
山
か
ら
何
を

イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
か
？　

私
た
ち
は
こ
こ
に
「
地
球
の
起
源
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
。―

―
―

―

こ
の
広
報
用
の
コ
ピ
ー
は
、
人
間
存
在
の
危
惧
感
に
満
ち
て
い
る
。

や
が
て
来
る
自
然
か
ら
の
答
え
を
予
感
す
る
か
の
よ
う
に
。

　

2011

年
の
起
源
展
は
、
初
回
の
起
源
展
の
持
っ
て
い
た
見
え

な
い
自
然
の
脅
威
や
畏
怖
を
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
た
も
の
と
は
結
果

異
な
っ
た
。
つ
ま
り
予
感
が
現
実
化
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
大
津

波
に
よ
っ
て
さ
ら
わ
れ
て
い
っ
た
、
東
北
太
平
洋
沿
岸
の
人
の

作
っ
た
町
、
そ
の
歴
史
、
法
律
、
言
葉
な
ど
…
瓦
礫
の
山
の
風
景

が
片
時
も
脳
裏
を
離
れ
る
こ
と
が
無
か
っ
た
。2011

年
と
は
日

本
人
の
み
な
ら
ず
人
類
に
と
っ
て
大
き
な
意
識
変
革
を
促
さ
れ
た

年
だ
っ
た
と
言
え
る
。「
東
日
本
大
震
災
」
そ
れ
は
天
災
と
し
て

の
地
震
・
津
波
の
被
害
に
と
ど
ま
ら
ず
人
災
と
し
て
の
原
発
に
よ

る
放
射
能
汚
染
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
り
「
起
源
展2

」
の

イ
メ
ー
ジ
が
見
え
な
く
な
り
ポ
ス
タ
ー
が
作
れ
な
か
っ
た
。
し
か

し
一
回
目
の
記
録
写
真
を
見
て
い
る
う
ち
に
実
際
行
わ
れ
た
展
示

事
実
を
告
知
し
よ
う
と
納
得
し
メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
前
年
の
展

示
作
品
が
使
わ
れ
た
。
つ
ま
り
人
工
的
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
行
き

詰
ま
り
に
対
す
る
芸
術
領
域
か
ら
の
警
鐘
で
あ
り
運
動
な
の
で
あ

る
。
テ
ー
マ
は
「
現
実
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

作
品
展
示
は
阿
蘇
フ
ォ
ー
ク
ス
ク
ー
ル
内
で
の
展
示
に
加
え
、

校
庭
で
の
池
田
一
の
環
境
ア
ー
ト
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ア
ー
ト
は
、



EU
の
作
家
達
に
よ
り
あ
そ
望
の
郷
く
ぎ
の
と
フ
ォ
ー
ク
ス
ク
ー

ル
に
於
い
て
行
わ
れ
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、

サ
ッ
ク
ス
＋
創
作
書
道
や
高
森
町
神
楽
が
あ
っ
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
八
月
二
十
八
日
「
自
然
と
人
間
」

の
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
。
今
回
の
パ
ネ
リ
ス
ト
は
多
ジ
ャ
ン
ル

に
わ
た
り
ア
ー
ト
部
門
か
ら
本
展
キ
ュ
レ
ー
タ
で
も
あ
る
ハ
ロ
・

シ
ュ
ミ
ッ
ト
（
ド
イ
ツ
）、
今
回
招
聘
し
た
環
境
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

池
田
一
、
代
替
的
な
農
業
の
実
践
者
の
ピ
リ
オ
・
ド
ニ
ー
＆
假
野

祥
子
、
阿
蘇
フ
ォ
ー
ク
ス
ク
ー
ル
か
ら
は
阿
蘇
神
話
街
道
の
著
者

で
も
あ
る
山
村
将
護
そ
し
て
雲
仙
普
賢
岳
災
害
記
念
館
副
館
長
で

も
あ
り2012

年
の
島
原
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議
事
務

局
長
・
杉
本
伸
一
と
い
う
面
々
で
行
わ
れ
た
。
司
会
の
福
山
洋
に

よ
る
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
よ
る
「
自
然
と
人
間
」

と
い
う
古
く
て
新
し
い
テ
ー
マ
を
巡
っ
て
討
論
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
今
回
初
め
て
の
試
み
で
、
終
了
後
分
科
会
と
い
う
形
で
観

客
参
加
型
フ
リ
ー
ト
ー
ク
、
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
が
行
わ
れ
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
阿
蘇
や
火
山
に
関
す
る
意
見
の
み
な
ら
ず

ア
ー
ト
や
地
域
再
生
な
ど
広
く
有
意
義
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。

　

本
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
語
ら
れ
た
多
く
の
内
容
は
人

間
の
前
に
自
然
が
あ
る
と
い
う
自
明
性
を
確
認
す
る
よ
う
な
も
の

だ
け
で
は
な
く
今
後
生
活
者
と
し
て
の
態
度
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る

も
の
だ
っ
た
。

四
、
ま
と
め
（
展
望
）

　

自
ら
の
体
験
談
を
元
に2002

年
か
ら2012

年
ま
で
の
活
動

を
振
り
返
っ
て
あ
ら
た
め
て
、
今
後
の
展
開
へ
の
気
づ
き
を
得
た
。

そ
れ
は
異
文
化
交
流
を
通
す
こ
と
で
自
ら
の
足
下
を
見
る
機
会
に

つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

当
初
自
ら
の
単
な
る
作
品
発
表
の
域
を
出
な
か
っ
た
海
外
ア
ー

ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
参
加
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
歴
史
的
背
景

や
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
各
地
域
や
国
同
士
の
関
係
性
が
あ
る
と
い
う

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
長
い
歴
史
の
中
で
芸
術
に
よ
る
交
流
を
日
常

的
に
楽
し
め
る
国
、
国
家
の
政
治
的
な
体
制
に
よ
っ
て
思
想
や
表

現
を
取
り
締
ま
ら
れ
て
い
る
国
、
ま
た
長
か
っ
た
国
家
統
制
が
解

か
れ
自
由
経
済
の
道
が
開
か
れ
ア
ー
ト
の
力
で
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
開

こ
う
と
し
て
い
る
国
。
あ
ら
ゆ
る
表
現
が
自
由
で
先
々
の
方
向
を

ア
ー
ト
に
よ
っ
て
模
索
し
て
い
る
国
等
々
で
あ
る
。

　

今
回
の
起
源
展
に
至
る
、
前
二
回
の
熊
本
に
於
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
交
流
展
覧
会
を
経
て
、
幾
つ
か
の
示
唆



を
得
た
。
そ
れ
は
東
西
共
通
の
時
代
感
覚
を
共
有
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
交
流
の
可
能
性
と
限
界
で
あ

る
。

　

ま
ず
大
き
な
、
共
通
項
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
世
界
的
な

規
模
で
情
報
通
信
環
境
は
整
備
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
そ

れ
に
よ
る
資
本
主
義
的
な
市
場
経
済
に
覆
わ
れ
て
い
る
と
い
う
自

明
性
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
事
実
か
ら
対
抗
文
化
的
な
作
品
制
作

が
発
想
さ
れ
、
展
覧
会
も
運
動
体
と
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
だ
。

し
か
し
そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
は
ま
た
そ
の
共
通
の
経
済
や
文
化

シ
ス
テ
ム
で
も
あ
る
。

　

こ
の2005

年
か
ら2012

年
の
八
年
間
、
開
催
地
熊
本
の
理

解
は
ど
う
な
の
か
？
振
り
返
る
と
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト
に
対
す
る
理

解
は
や
や
増
え
た
も
の
の
相
変
わ
ら
ず
、
保
守
的
な
文
化
状
況
だ

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
市
立
現
代
美
術
館
も
一
握
の
文
化
人
層

に
対
し
て
は
関
心
の
場
に
な
り
得
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
一
般
的
市

民
の
現
代
ア
ー
ト
へ
の
理
解
は
甚
だ
遠
い
も
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は

興
行
と
し
て
の
現
代
美
術
と
い
う
部
分
の
地
域
的
な
限
界
で
あ
る

と
も
い
え
よ
う
が
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
文
化
運
動
と
し
て
の
現

代
美
術
と
い
う
側
面
か
ら
見
る
な
ら
ば
そ
の
萌
芽
を
見
る
こ
と
は

難
し
く
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
現
代
の
美
術
が
負
っ
て
い
る
役
割
は
大
き
い
だ
ろ
う
。

無
目
的
な
芸
術
祭
や
博
覧
会
、
営
利
の
為
の
芸
術
鑑
賞
会
で
は
な

し
得
ぬ
ジ
ャ
ン
ル
を
開
拓
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
前
述
し
た

ポ
ー
ル
・
ド
・
マ
ン
が
い
う
よ
う
に
現
代
芸
術
が
寓
意
（
ア
レ
ゴ

リ
ー
）
や
隠
喩
（
メ
タ
フ
ァ
ー
）
の
表
現
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
現

代
美
術
は
時
代
の
政
治
・
文
化
・
経
済
に
対
す
る
批
判
や
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
可
能
に
す
る
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
り
、
硬
直
化
す
る
世
界
に
風
穴

を
空
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

Genesis

起
源
展
は
単
に
現
代
ア
ー
ト
を
使
っ
た
地
域
再
生
事

業
や
観
光
資
源
開
発
を
行
う
と
い
う
も
の
で
な
く
、
同
時
代
的
で

グ
ロ
ー
カ
ル
な
実
践
や
他
分
野
（
地
質
学
／
農
学
／
市
民
運
動
な

ど
）
と
の
交
流
を
通
し
て
ア
ー
ト
と
し
て
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
モ

ノ
や
コ
ト
の
発
見
へ
繋
が
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
初
回
の
多
ジ
ャ
ン
ル
交
流
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
於
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
、「
火
山
・
珪
石
・
水
晶
・
精
神
活

動
・
文
化
発
生
な
ど
」
か
ら
「
火
山
活
動
と
い
う
名
付
け
ら
れ
な

い
実
体
」
と
の
類
比
、
思
想
・
哲
学
へ
の
展
望
が
あ
る
。
ま
た

Genesis-2

に
至
っ
て
は3.11

東
日
本
大
震
災
後
の
開
催
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
か
、
多
く
の
人
た
ち
の
献
身
的
な
参
加
が
現
実
の

地
域
文
化
政
策
に
意
識
を
向
け
、
現
代
ア
ー
ト
の
展
覧
会
と
い
う



枠
を
超
え
た
交
流
が
現
れ
た
。
一
つ
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
サ
イ
ト

か
ら
有
機
的
な
交
流
を
経
て
、
ア
ー
ト
と
い
う
一
ジ
ャ
ン
ル
の
制

作
・
発
表
だ
け
の
も
の
で
な
い
地
域
文
化
政
策
「
息
づ
く
文
化
づ

く
り
」
が
見
え
て
き
た
の
だ
。

　

震
災
の
も
た
ら
し
た
問
題
意
識
は
、
東
北
と
い
う
一
地
域
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
日
本
全
体
の
政
治
・
経
済
・
文
化
・
教
育
・
歴

史
ま
で
も
変
え
た
と
思
う
が
、
人
災
で
あ
る
原
子
力
発
電
所
の
崩

壊
に
関
し
て
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
現
実
に
起
き
た
こ

と
で2011

年
の
起
源
展
に
大
き
く
影
響
し
た
。そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
作
家
た
ち
の
放
射
線
量
に
関
す
る
慎
重
な
姿
勢
と
態
度
で
、

世
界
が
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
に
敏
感
に
反
応
し
、
時
と
し
て

日
本
国
内
の
メ
デ
ィ
ア
以
上
に
現
場
の
災
害
に
関
す
る
情
報
を
得

て
い
た
こ
と
な
ど
に
現
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
大
げ
さ
で
は
な
く
地

球
の
問
題
と
し
て
こ
の
テ
ー
マ
が
見
え
て
き
た
わ
け
だ
。
そ
ん
な
、

状
況
を
く
ぐ
り
抜
け
開
催
も
ま
ま
な
ら
ぬ
状
況
か
ら
そ
の
日
を
迎

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
の
起
源
展2

の
動
き
は
瞬
く
間
に
進
み
そ
し
て
、
自

ら
考
え
て
い
た
内
容
を
遥
か
に
超
え
て
人
の
共
感
を
産
ん
で
い
っ

た
。
世
界
的
な
環
境
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
池
田
一
の
参
加
、
震
災
の

影
響
で
関
東
か
ら
避
難
し
て
き
た
若
い
家
族
た
ち
の
自
然
食
に
よ

る
賄
い
で
の
参
加
、
多
ジ
ャ
ン
ル
（
ア
ー
ト
、
農
業
、
ジ
オ
パ
ー

ク
な
ど
）
な
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
参
加
者
も
交
流
で

き
た
分
科
会
、
町
長
も
参
加
し
て
頂
い
た
盛
況
な
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
、
ハ
ロ
と
ア
キ
さ
ん
の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ド
イ
ツ
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
環
境
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等
々
、
こ
の

起
源
展
の
運
動
（
ム
ー
ヴ
メ
ン
ト
）
の
始
め
を
見
た
思
い
が
す
る

Genesis-2

で
あ
り
、
芸
術
に
よ
っ
て
政
治
・
経
済
・
宗
教
・
家

族
・
国
家
…
な
ど
近
代
化
や
合
理
化
へ
の
道
の
中
で
分
離
し
て
し

ま
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
を
包
含
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
体
験
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
地
球
の
上
に

生
き
る
と
い
う
意
識
を
共
有
し
た
、
国
外
の
作
家
達
と
の
交
流
展

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
ロ
ー
カ
ル
な
町
づ
く
り
を
、
ロ
ー

カ
ル
な
視
点
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
文
化
づ
く
り
を
、
進
め
て
い
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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